
 

 

患者さんに間欠導尿を紹介する

にあたって 

 
 

 

間欠導尿を始める 

医療従事者である皆さんは、患者さんが間欠導尿（IC）を開

始して継続できるように教育し、意欲を引き出す重要な役割

を担っています。IC は有効で、便利な、患者さんによる自己

管理さえ可能な治療法であり、これを利用すれば、より自立

して、充実した人生を送る機会を得られます。 

しかし、IC を始めることを不安に思う患者さんもいるでしょ

う。皆さんは患者さんの疑問に明確に答え、懸念事項に関す

る情報を提供することで、その不安を和らげる手助けができ

ます。そうすることで、今度は皆さんが患者さんの懸念事項

についての具体例や、それらを解決するための支援方法につ

いての助言を得られるでしょう。 

  

前向きに IC を

始めるために 

患者さんの心配事を解決する 

まず、身体の健康と生活全体の質に IC がもたらす様々なメリ

ットについて、患者さんにしっかりと理解してもらいます。1 

 

生活の質を改善してくれる IC の

メリット 1-22 

以下を含めた神経因性膀胱の症状の緩和 

・ 尿意切迫、頻尿、失禁 

・ 尿閉 

・ 夜間に起きて排尿する必要がある 

自立の促進 

・ 膀胱と生活をコントロールできるようになる 

・ 留置型カテーテルや蓄尿バッグなどの外部機器を装

着する必要がなくなる 

合併症のリスクの低下 

・ 尿路感染症 

・ 尿道の炎症、外傷、出血 

・ 膀胱や腎臓の結石 

・ 膀胱や腎臓の損傷 

生活習慣の最適化 

・ 社会的活動やスポーツに参加する能力を高める 

・ 安心感、自由感、自尊心を高める 

・ 性的能力や生殖能力を高める 

  

GO FOR 

GOLD 



患者さんの心配事を解決する 

痛みますか？ 

挿入中の痛みや不快感、損傷を恐れる患者さんもいますが 23、

大多数の患者さんは IC に伴う痛み 12や不快感がまったくない

か、最小限であると感じていることを示すエビデンスがあり

ます。24 

危険ですか？ 

いいえ。正しく行えば、間欠導尿は患者さんの泌尿器系を健

康に保ち、内臓を保護する最善の方法です。1 

日常生活にどう影響しますか？ 

患者さんに、日常生活に取り入れられる習慣を考えてもらい

ます。日々どのような活動に取り組む必要があるかを明確に

してもらい、1 日の様々な時間帯に忘れずに導尿できる方法

を指導します。カレンダー、時計、腕時計などの簡単なリマ

インダーツールがよいでしょう。一度習慣になれば、日常生

活に取り入れることができます。 

習得は難しいですか？ 

IC は最初こそ多少扱いにくいかもしれませんが、患者さんが

自信を持って安全に実施できるようになるまでそう長くかか

らないでしょう。どれくらいの時間を要するかは、怪我の程

度、手先の器用さ、そしてどんなことにも言えますが、練習

量によって異なります。 

恥ずかしい思いをしますか？ 

多くの場合、その逆です。他の膀胱管理の手段と比べて、IC

はむしろ患者さんの自尊心を高めることができます。 

自分と同性の看護師に対応してもらえますか？ 

患者さんが異性の看護師に対応されることを恥ずかしがる場

合は、医療のプロとして対応することを伝えて安心させ、希

望があれば、同性の看護師が IC の実施や患者の講習を担当す

るよう手配します。自己導尿を促すこともできます。 

職場ではどうなりますか？ 

何千人もの患者さんが成功しているように、IC の習慣を把握

してしまえば、日々の勤務生活に IC を取り入れることができ

るでしょう。1 日の中で最適なタイミングを探すことが重要

です。 

性生活はどうなりますか？ 

IC を使って尿禁制を回復することで、患者さんの性的能力に

好影響を及ぼし、精液の質を改善することができます。 

協力を得られますか？ 

十分な支援やサポートがないことを心配する患者さんもいま

す。23 適切な情報を必要な時に提供することで、常に患者さ

んを勇気づけ、励まします。患者さんは 1 人ではなく、いつ

でも自分や他の医療スタッフに質問して良いのだと伝えます。 

 
 

患者さんが適切なカテーテルを

選択できるよう支援する 

適切なカテーテルを見つけることは個人差の大き

い選択であり、最初に試したカテーテルがその患

者さんにとって最良ではないかもしれません。 

ある調査によれば、良い導尿習慣を続け、それに

より膀胱の良好な状態を保つためには、カテーテ

ル製品に満足していることが重要と言えます。25 

したがって、患者さんに最も適していて、生活の

支えとなるカテーテル製品を見つけることが重要

です。 
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